
種苗生産に関する・研究－Ⅰ

アワ　ビ人工採宙試験

真岡東棟・山田静男・堀　義彦

Ⅰ　まえがき

本県のアワビの漁獲量は最近徐々にではあるが増加してお少，その原因は，北海道奥尻島からの移韓，

放流が主と考えられる。

しかるに，その放流量はすでに頭打ちであわ今後の伸びは期待できない。このような理由から，アワ

ビ資源の維持増大をはかるためには種苗の大量生産がなされなければならなくなっている。

アワビの人工採苗試験は昭和58年度よカ実施してきてレLるが，昭和59年度には，温度制裁による

採卵についてある程度の成功をみてかわその後の飼育については試験設備の不帰夜点もあってわずか数

個が生残ったにすぎをかった。

昭和40年度においては採卵後の飼育も比較的うまくゆき量蓼の見通しを得たが，それをここに報告

する。

Ⅱ　母　　具

供試母且は第1表のとおカ天然採輪のものを用いたが，いずれも肉眼的に生殖巣がエく肥大し成熟し

ていると思われるものを選んだ。本年の場合は生殖巣が肥大してきたのは9月下旬頃からであれ例年

のように生殖巣が貝殻外に膨出するほど肥大しているものは少なかった。

購入した母貝は室内のコンクリート水槽（1．55×0．8×n5m）に収容し流水にて飼育した。

水温は特に調整せず常温で飼育した。飼料は7ラメを授与した。

第1表　　供　　試　　母　　貝

Ⅲ　採　　卵

昨年度の試験結果を参考に下記の候序にしたがって，母貝に温度刺戟を与え受精卵を得ることができ

た。使用母貝は40～d O個である。

1天候　温度刺敦を実施する日は晴天で温暖の日を選んだ。

2　温度刺敦を行なう前に母見飼育水槽内の水を抜き，水槽洗撤後，母貝に10－50分程度の露出を
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茨水試二試験報告　昭和59・40年度

与えてから注水した。

5　温度刺戯　前記の母貝飼育水槽に深さ20cm程度注水l，とり巾に800W（500W1本　50O

w5本）の水中ヒ一一クーを投入して昇温させた。制裁勾配志，温度巾5℃とした。昇温時は止水と

し通気を行なった。

採卵の状況については，成功した5例はいづれも第1図と佗ゞ同様な傾向を示し，温度の上限に近ずく

と先ず放精がみられ，海水が皇堰してから放卵が起った。放粗放卵した個体数は放精による海水の白濁

ではっき少確認できをかったが，供試母見40～dO個うち堆，雌各々5－4個と推定される。

第1国．温度刺餞に上る採卵状況　l

採卵に成功したのは第2表のとお少である。この他には11月12，15，24日に温度刺戟を試みたが，

わずかを放精がよられただけで不成功に終った。この時の水温は15℃前後で採卵に成功したときエ少2

℃程低かった。

第2表　　採　　　卵

採 卵　 月　 日 採　　 卵　　 数 採　　　 卵　　　 方　　　 法

1 0 ．1 1 1 8 0 万 粒 温度 刺哉 （温度 巾 1 ヱ1 － 2 1．9 ℃ ）

1 0 ．2 1 2 0 0 万 粒 （ 〝　 1 7 4 ～ 2 1．9 ℃ ）

1 1 ．　 4 7 0 万 粒 （　 〝　 日 ，5 － 2 8．7 ℃ ）

1 1 ．2 d

l

7 l 自然産 卵 （水温 1 “ ℃ ）

Ⅳ　採卵後の稚貝の飼育

1浮薄期について

採卵したら直ちに濾過海水でよく洗卵し，恒温室（280～22℃）に収容した。卵は止水のみで飼育

し，10～12時間後に浮上してきてから死卵を分離し，海水1cc当少5－10個の割合で収容しゆ

るやかを通気培養にき少かえた。べリジャー幼生までの減耗は大きく，10月11，12日の卵で約
－8　2－
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真岡東経・山田静男・据　義彦：唾苗生産に関する研究－1

20節の生残カ，11月4日のものでは浮上からべリジャーに至る過程で器底に沈‾けるものが多く，

外観上の晴型はみられなかったが，付着に至ったものはごくわずかであった。また，11月2占Rの

自然産卵のものは，発見時にすでに桑実期にたってか少，この間14～15℃という低水温であった

ためか，崎塾が多く浮上したものはとくわずかであった。

以下述べるものは，後まで大量に残った11月11日，21日に産卵したものについてである。採

卵後5日目に小型珪藻，ワカメ配偶体等をつけた塩ビ汲板を入れた55g人の塩化ビニール水槽と，

室内コンクリート水槽（1．55×0．8×0・5m）に収容した。

塩化ビニール水槽は恒温室内で室温20～22℃に保った。また，室内コンクリート水槽は水中投

込ヒーターを使用して20℃前後に保温したが，ヒーター上やその付近に多数籍死幼生がみられた。

これはヒーターによる温度の急、上昇が原因と思われ，当然付着も少なかった。

4日呂から付着がはじまク，占日日には付着が完了した。付着は水面附近に非常に多く下層には少

なかった。付着密度は恒温室内の水槽では平均1・5個／仇であるが，付着にはむらがあ力演密に付着

したところは5－14個／が，平均エ5個／仇tであった。コンクリート水槽では1個／5～10

Cが程度であった。

2　付着椎貝の飼育

付着後の稚貝は第5表に示すように4種の方法によって飼育した。このうちⅣ区は11月29日に

Ⅲ区の一部を移したものである。

第5表　付着稚貝の飼育方法

飼育方法

Ⅰ　　　 区 Ⅱ　　　 区 Ⅲ　　　 区 Ⅳ　　　 区

恒　　 温　　 重 恒　　 温　　 壷 室内コンクリート水槽 野外コンクリート水槽

止　 水　 通　 気 流　 水，常　 温 流　 水，保　 温 流　 水，常　 温

水　　　 温 2 0～2 2 ℃ 1 8→ 1 1 Oc 2 0 → 1 1Oc 1 6 －「ト7 5 ℃

明　 る　さ

蛍　 光　 灯

連 続 照 射 同　　　　 左
天　 然　 光

天 然 ‾推

14．2□O L u x

1，00 0 Ⅰ．u x　 ・ 7［10一｝5口0Ⅰ．ux （19／1 晴天時）

飼　　　 料

R　 R C R C　C C
N itz B Cb ia
N a v icllla

N i tzs ch ia N i tz SCh ia
lle lo8 ir a
N i tz SCh ia

藍　 藻 N a v ic ula N a v ic u la N av ic llla

投　　　 餌
7 ラメ澹艶子
アオノリlt

（1）明るさ

Ⅰ区およびⅡ区は恒温室で200W白色蛍光灯を照射した0付着から20日間は暗期を4時間与

えていたが，以後は餌科不足のため連続照射にきβかえた0ⅢおよびⅣ区は天然光で・皿区は室内

コンクリート水槽であって光線は三方の窓のスリガラスから入って来るが直射日光は人らなレ。Ⅳ

区は上屋の全くをh野外コンクリート水槽で最も明るい。
－85i
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（21水　温

水温は2回の通少で，Ⅰ－Ⅱ－Ⅲ－Ⅳ区の贋に低く，特にⅣ区では採卵後80日頃上少18℃を

下廻った。

第2図　　各区の水温の変化

■区　　　　　　　　　一

ノ　　　　　●

Ⅳ丘

（31餌　　科

餌料は稚貝付着前にあらかじめの波板につけておいた′j、型珪藻類，ワカメ配偶体を与えた。

Ⅰ区では付着後20日巨にはこれらを食べつくし，新たに生えてきた藍藻類や勧口したプラチモ

ナスを萩的していたが，これも補給できなく在ったので，40日後からは7ラメ澹連子を5－7日

毎に投与した。しかし稚貝の柳が旺盛ですぐ飼料の不足を来たした。野外水槽で巌し建藻類

や．野外で珪藻をつけた波板を投入した少したが，大型の貝は移動して摂酔するのが認められるが，

′ト型の具ではそのような行動は金男見受けられ夜かった。5～5循環に成長した具が出て来てから壮

丁オノリも授与した¢

Ⅱ区では低水温で摂餌量が少をかったことや，流水にしたためか適当に餌科珪藻の補給がなされ

ていた。

Ⅲ区では付着後40日頃jでは餌科が豊富ではをかったが維持されており，その後は摂餌旺盛で

前科の補給が追いつかをくなった。

50日後，Ⅲ区の一部を野外水槽（Ⅳ区）に移したところ，Melo8ira，NitZBeIlia，

NaVicuI L　を主体とした大型の珪藻が多量に付着し，稚貝の付着密度にもよるれ　5－　属疋程

度までは餌科の繁殖と棋餌のバランスがうまくとれていたようである。しかし，5－占廠以上にな

ると第5図のように11㌔当り700～800個付着している波板では殻長も小さく，肉眼的には珪

藻の付着がみられないが1－㌔当タ200～400個付着している波板では殻長も大きく，珪藻も波

板全面積の20～50努の付着がみられた。

－8　4－
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第5図　稚貝の付着密度と殻長促成
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（4）稚貝の成長

第4回　Ⅰ区に於ける稚貝の成長と歩溜少
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第5図　飼育方法別の殻長組成

稚貝の成長については，Ⅰ区が最も上く，第4図のような成長を示したが，第5図のように殻長

組成のノくラツキがロ．5～11棚と大きい。

Ⅳ区ではⅠ区にみられるような成長差はをく，比較的平均した伸びを示した。

Ⅱ，Ⅲ区では非常に成長が悪く，殆んど1～5孤で呼水孔ができていをいものが多い。Ⅱ区では

付着当初より徐々田中びているのに反し，Ⅲ区では餌科が維持されていた50日後まではよい成長

を示したが，それ以降は餌科不足にともなって成長が止まった○

（5）無死稚貝について

Ⅰ区の死貝の殻長組成は第8図の過少で，1硯以下の稚貝が最も多く1～5初のものがこれに次

ぎ5姐上では少なかった。これは初期飼料の不足と密接な関係があると思われる○
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真岡東雄・山田静男・堀　義彦：琶苗生産に関する研究－Ⅰ

第8回　死貝の殻長組成

■

麿 30

％

ユ20

10

1　　　 2　　　　 3　　　　 ▲　　 最長 （■

Ⅴ　考　　　察

1　採卵について

本県の場合，生殖巣の最もよく発達する10月中で水温17’C台ならば温度刺朝によ少容易に正常

を受精卵を得ることができる。

夏期においてもある程度生績巣の発達しているものもあ少，漁業者は潜水中にしばしば放精の現場

を見かけているとのことであるが，前述のようを温度刺敦では反応を示さないし水槽中で自然産卵も

みられず，逆に蓄養中次第に生殖巣が小さくなる傾向にあって刺朝の与え方や飼育の仕方に問題があ

るようである。

2　浮痛稚貝について

浮膵期の波耗については，収容密度の多少にも左右されようが水温にも大いに影響すると考えられ，

59年度は常温で飼育して大量減耗があったが，本年度は恒温室内で20～22℃に保温してよい結

果が得られた。

5　付着稚貝の飼育方法について

付着稚貝に第1呼水札ができるのは殻長1．7～2．2職で，この頃に走ると海藻を摂南するととがで

きるといわれているが，本試験中の観察では5冤花程度で海藻を摂餌するしぐさをみせはじめ，よく頼

餌するのは5姐上になってからであった。海藻類を摂餌しはじめれば籍死も少なく問題はあずかた

いと思われるが，海藻にかわる以前K着るしい尭死倉成長の停滞がかこっている。この原因は餌料で

ある。小型藻類の不足と水温の低下が考えられる。付着初期（1初以下）の間はⅠ～Ⅲ区の飼育方法

いずれも飼料の不足はみられず，止水でも流水でも，また天然光でも自然光でも餌料の維持ができた。

またⅡ区の場合の上うに低温では成長が悪く後まで悪影響を及ぼすと思われるので保温の必要性が感

じられた。

－87－
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稚貝が1礪前後に成長すると，Ⅰ及びⅡ区のように明るさが不足すると餌科の増殖以上に摂餌が旺盛

で餌科の不足が目立ち，成長がにぶ幻覚死が目立った。Ⅳ区の上う宏明るい光線のもとで流水にする

ことによか〟当少700～800個の稚貝を5－山間虻で育てるととができた。しかし5～‘耶蚊上

になると餌料の繁殖が追いつか夜くなク，海藻類の投与が必要となった。

以上Ⅰ－Ⅳ区までの飼育方法から考えると，保温，明るさの調節その他管弘上室内にて飼育する方

がよいと思われる。やゝ成長してからも保温した方が成長はよいが，室内の低照度のところでの飼育

は餌科の大豊培養や添加の方法が確立されない限ク経済性，生残奉の点で不利で，むしろ低温で成長

は多少にぶるが明るい野外水槽で飼育した方が飼料の補給がうまくゆくようである。5即略し上になる

と珪藻のみでは飼料が不足してくるので，海藻類の投与が必要で，大量生産する場合は海藻類の養殖

または生海藻の保存が必要となってくるであろう。
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